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本書の構成 

第Ⅰ部では、「よい社会」としての理念である「福祉経済社会」について述べたあと、現代日

本の直面する課題に対する戦略を短期、中期、長期にわたる総合政策として理論的に整理し、新

たに提起した。 

第Ⅱ部は、そのような第Ⅰ部の政策プログラムの個別課題について、これまでの研究に携わっ

てきた研究員を中心に考察したものである。課題の性格上、細部にわたり全員の合意を得ること

は困難であり、各著者の個人論文としての性格を有していることを確認しておく。 
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